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新情報技術の急速な発展に伴い,子供を取り巻く

環境は著しく変化している。現代社会においては次々

と新たな情報が生み出され,学校で学ぶ知識や技能

はすぐに陳腐化していく。このような激しい変化に

対応するためには,必要な情報を選択し,適切に活

用していく能力が必要である。文部省(1997)揺,

子供が持つべき能力として「情報活用能力」を挙げ,

「課題や目的に応じで情報手段を適切に活用するこ

とを含めて,必要な情報を主体的に収集・判断・表

現・処理・創造し,受け手の状況などをふまえて発

信・伝達できる能力」の育成をうたっている。

新情報技術によってもたらされるのは,文字によ

るコミュニケーショソという枠組みからの解放でも

ある。イソクーネットをはじめとするマルチメディ

ア・ネットワークの普及は,文字,図表,映像,育

声といったマルチメディア情報の複合的表現と,そ

の受信と発信を可能にした。文字については国語科

における読解指導と作文指導という形で,受信と発

信が系統的に学習されてきた。映像について,水越

(1995)は「映像視聴能力(わかる) 」 , 「映像活用

能力(つかう)」, 「映像発信能力(つくる)」と

いう3つの基本能力の育成が,金沢大グループや東

工大グループにより構想,実践されてきたことを指

摘する。しかし,マルチメディア・ネットワークに

おける表現は,複数のメディアを交差させた複合的

表現であり,従来のメディアリテラシーの概念では

処理しきれないとも考えられる。

マルチメディアに情報を読み,自ら構成し発信す

る能力はマルチメディア・リテラシーとも呼ばれ,

その育成を目指した実践的研究は,田中(1997)を

はじめとして多く行われるようになってきている。

筆者らも,学習者によるマルチメディア作品の構成

を取り入れた実践的研究により,学習者によるマル

チメディアの構成過程には文字を優先しそこに映像

を交差させる形態と,映像を優先しそこに文字を交

差させる形態があることを明らかにしてきた(後藤・

生田1997a) 。マルチメディア・リテラシー育成の

ための教育は,開発・試行段階を終え実践の段階に

入ってきている。

こうしたマルチメディアによる学習は,活字資料

による読解や,テレビの視聴,教師の話の聴講といっ

た学習に比べて,学習者にどのように知覚されてい

るのであろうか。 Clark(1983)は,メディア比較研

究を総括し,学習成果に影響を及ぼすのはメディア

自体ではないことを指摘し,メディアに対する性格

付けや思い込みに関する変数を追求することを提案

した。メディアに対する先有知覚(メディアに対す

る好みや難しさの知覚)は,そのような学習成果に

影響を及ぼす一つの要因として提案されてきている。

メディアに対する先有知覚とメディアからの学習

の相互作用について,実証的に追求したのが

Salomon,G. (1981,1983, 1984)の一連の研究である。

Salomonは,課題や材料や場面に関して知覚され

た要求の性格(難しさや易しさ)は,知覚された自
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己効力感に関連し,その両方が課題に対して費やさ

れた心的努力の量に影響し,それがさらに学習に影

響するというモデルを作り,その検証を試み,自己

効力感が強いほど多くの心的努力を払い,学習量も

多いという傾向を兄いだしている。

Krendle (1986)は, 「テレビを見る」 「コソビュー

タを使う」 「本を読む」 「文を書く」という4つの

メディア活動について,好み,難しさ,学習期待と

いう3つの次元における先有知覚を調べている。佐

餐(1988)は,これに「教師の話を聞く」という活

動を加え,メディアに対する先有知覚と,それに対

する教師の授業方法の影響,そして学習遂行との関

連を検討している。白(1992)は,韓国の児童・生徒

を対象として佐賀と同じ5つのメディア活動に対す

る先有知覚と,性差,社会的地位,メディア接触量,

学習成果との関連を調べている。また,佐賀(1993)

は,中学生が学校の学習場面で用いるメディアにど

のような認知的性格付けを行っているか,その性格

付けが,生徒の普段のメディア行動や学業遂行とど

う関連しているかを検討している。その中で, 「好

まれるほど難しくなく,そこから学習できる」とい

う構造を確認しているが, 「コソビュータは,好ま

れていながら難しいとも思われており,他の活動と

は異なった位置を占めている」 (p.63)ことも指

摘している。

今井(1993)は,メディアに対する先有知覚に影

響を及ぼす要因として,性差や知的要因よりも,学

級差が顕著であることに着目し,教師の指導法と先

有知覚との関係を明らかにするために教科の先有知

覚を調べている。この結果,テレビをよく利用する

社会科,理科では, 「テレビを視聴することを好み,

難しくなく,やや力が付く。」というような教科に

おける先有知覚が存在することを明らかにした。中

国の児童を対象に同様な調査を行った李(1994)の研

究では,教科による差は見られず,この理由として

李は中国では全ての教科において教師の講義が中心

であり,教科によるメディア利用自体に差がないこ

とをあげている。

これらの先行研究で採り上げられたメディア活動

揺, 「先生の話を聞く」 「テレビを見る」 「本を読

む」は受信, 「文を書く」は発信というように,受

信と発信という側面から見ると混在している。 「コ

ソビュータを使う」については,これらの研究が行

われた段階では,コソビュータはドリル,シミュレ-

ショソ,データベースといった機能しか備えておら

ず,情報発信のツールとしての位置づけはなされて

いない。これをうけて,後藤・生田(1997b)は,受

信と発信における先有知覚に差異があるかを調べる

ために,受信では「本を読む」 「話を聞く」 「テレ

ビを見る」 「コソビュータを使う」,発信では「文

を書く」 「話をする」 「絵や図をかく」 「コソビュー

タを使う」という活動を取り上げ,好みと難しさの

次元についての調査を行った。この結果,受信と発

信では,好みや難しさにかなり異なる傾向が見られ,

固有の特徴があることが示唆された。さらに,後藤・

生田(1998a)揺,受信・発信メディアとしてのコソ

ビュータに対する先有知覚に影響を及ぼす要因の一

つとして「利用経験」を取り上げ, 「未経験群」 ,

「受信のみ経験した群」 , 「受信・発信とも経験し

た群」の比較を行った。この結果,受信メディアと

してのコソビュータは, 「受信のみ経験した群」に

おいて「非常に好まれ,難しくない」と知覚され,

その傾向は未経験群と較べ,より顕著であった。発

信メディアとしてのコソビュータも,受信と同様,

経験群においてより「好まれ,難しくない」と知覚

されていた。言い換えると,メディア経験により,

メディアの好みや難しさについての峻別がなされる

ようになることが示唆された。

以上から,情報の受信と発信における先有知覚に

は固有の特徴があるらしいこと,メディアの利用経

験が受信・発信メディアの先有知覚に影響を及ぼし

ていると考えられる。メディア経験が,メディア活

動の峻別や,好みや難しさといった知覚に影響を与

えているか否かを明らかにするためには,ある対象

が利用経験の浅い段階から豊富になる段階までを縦

断的に捉える必要がある。特に,マルチメディアの

複合的な表現が可能なマルチメディアによる学習経

験の前後において,学習者の先有知覚にどのような

変化があるのかについての研究が必要であると考え

られるが,そのような知見は蓄積されているとは言

えない。

また,先行研究では調査対象となる集団について

は言及しているものの,個々の児童の先有知覚につ

いては検討していない。個人のメディアの好みや難

しさの知覚は,その教室の教師やメディア環境によっ

て影響を受けてはいるものの,一様ではないと考え

られる。個人の傾向を知ることができれば,教育実

践に有用な情報となると考えられるが,そのような

研究はみられない。

II　目　　的

これまでの筆者らの研究から,受信・発信メディ
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アに対しても,メディアの利用経験が影響を及ぼし

ている可能性は示唆されているものの,同じ調査対

象に対して繰り返し調査を実施し,その先有知覚の

変化についての検討は行われていない。そこで,あ

る学級において,マルチメディアの利用経験の過程

を追いつつそれが浅い段階と,経験が豊富となる段

階の2回にわたり調査し,その変化を明らかにする。

採り上げるメディア活動は,これまでの筆者らの研

究との一貫性を保つために,情報受信については

「話を聞く」, 「テレビを見る」, 「本を読む」,

「コソビュータを使う」 ,情報発信については「話

をする」, 「絵や図をかく」, 「文を書く」, 「コ

ソビュータで表す」のそれぞれ4つを採り上げ,そ

れらに対する先有知覚を,それぞれ2つの次元(好

み,難しさ)で調査した。

先行研究から,メディア経験のない群においては

好みや難しさの差が大きくないのに対して,メディ

ア経験のある群においてはかなり差が広がることが

分かっている。従って,同一の対象についても,事

前においてはさほどでなくとも,事後においては各

メディア活動間の峻別がなされるようになることが

考えられ,そのことについて実証的に明らかにする

必要がある。また,受信と発信における好みと難し

さの知覚の構造を検討し,その連関の有無を検討す

るとともに,文字,音声,映像メディアと比較して,

マルチメディアによる受信と発信に特徴があるか調

べる必要がある。以上を受けて,本研究の目的は次

のようになる。

①　マルチメディアによる学習が,メディアに対す

る子どものセソシティビティを高めるか否かを検

討する。

②　メディアに対する好みと難しさの連関を受信・

発信メディアで明らかにする。

III　方　　法

1　対象及び調査時期

対象は新潟県K小学校3年生児童(13名)である。

調査時期については,事前調査は1997年6月(1

学期) ,事後調査は1998年3月(3学期)に行った。

先有知覚は,ある程度安定しているものと考えられ

るので,短期間の調査では変化がないと思われるか

らである。

対象となったクラスは, 1, 2年生ではコソビュー

タ利用経験はなかった。事前調査(6月)の段階で

は,授業におけるコソビュータ利用はなかったが,

教室にMacintoshコソビュータが設置されており,

休み時間を利用してほぼ日常的にコソビュータに触

れていた。 Kid PixやHyper Cardによる作画,録音

などは全員ができた。

2　マルチメディア活用授業の実施

(1)児童のマルチメディア環境

教室にはMacintoshコソピュ-タ4台(うちAV

仕様機1台)が設置され, 「マルチメディア鳥類図

鑑」などのマルチメディ　ア・ソフトやKid

Pix, HyperCard2.3などが自由に利用できた。

コソビュータ教室にはWindowsコソビュータ5

台が設置され, -イパー・キューブ及びキューブ・

プロジェクターなどが週3時間程度の配当時間のみ

利用可能であった。また, 8mmビデオカメラ,イメー

ジスキャナ,テープレコーダー,デジタルカメラ,

レソズ付きフイルムといった機器を必要に応じて利

用できる環境であった。

(2)受信メディアとしてのマルチメディア活用

マルチメディアの活用としては,マルチメディア

活用単元の開発・実施と,子どもの日常におけるマ

ルチメディアの開放を行った。マルチメディアの機

能と,それに対応する学習活動を,表1に示す。

まず,受信メディアとしてのマルチメディア活用

について述べる。マルチメディア活用単元は特に開

発しなかったが,休み時間にマルチメディアソフト

を自由に使えるようにした。子どもは,マルチメディ

アが使える休み時間を心待ちにし,それぞれ関心の

あるソフトを取り出しては利用していた。用いたソ

フ卜は,アスキー「マルチメディア昆虫図鑑」,同

「マルチメディア鳥類図鑑」,同「マルチメディア

天体図館」, NHK 「マルチメディア人体」,デジ

タルパブリッシソグ「ものの仕組み大図鑑」, 「L

ULU」などであり,高学年ないしは大人を対象と

したソフトであった。子どもたちは,自分の関心の

あるマルチメディアソフトをよく利用していた。

用いたマルチメディアの梯能を,表1で見るよう

に情報がマルチモードであること,フレキシブルネッ

トワークを有していることという2点から見ていく。

まず,文字情報であるが, 「LULU」という物語

は絵本のメタファを用いており,基本的には文字で

展開されている。マルチメディア図鑑類も,ややイ

ソターフェ-スは独特であるが文字による解説が多

く,解説も末習の漢字が使われていたり,専門用語

があったりして難解なものが含まれてはいた。ここ
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表1　マルチメディアの機能と学習活動

受信 . 発信 マルチメディアの機能 学 習 活 動

情報受信 マルチモー ド 文字 物語を読んだり, 昆虫や鳥類の特徴について

の説明文を読みとる。

音声 物語の読み聞かせ的な音声を聞いたり, 説明

文の解説音声, 鳥の鳴き声などを聞き取る。

映像 昆虫や鳥類などの写真や, 分布の図表などを

見る。

動画 体内の様子のコソビュータグラフィックスや

昆虫の戦いなどの実写映像, 物語のしかけ絵

本的なアニメーシヨソ効果を見る0

フレキシブルネットワーク ツリー, ネ ットワーク, 時系列, 空間などの

情報構造を有するマルチメディアのナビゲー

シヨソについて知り, 利用する。

情報発信 マルチモー ド 文字 「コソどことスーパーの違い」といつたこと

について文でまとめたり, 写真に補足的な解

説を加える0

音声 作成したカー ドについて, 見る人が分かりや

すいように解説的な音声を追加する。

映像 写真やイラストなどを用いて, 「商品の陳列

の違い」などをより分かりやすく伝える。

動画 アニメーシヨソ効果を加え, より分かりやす

く, より楽 しく表現する。

フレキシブルネットワーク どのような順番で情報を提示したら分かりや

すいかを試行錯誤しながら検討する。

で,物語文を読んだり,鳥類や昆虫の説明を読んだ

りという,文字による受信の活動が展開される。マ

ルチメディア・ソフトウェアには,読み聞かせ的な

音声や,解説についての音声,鳥の鳴き声や効果音

といったものが追加され,子どもたちはそれを聞い

ていた。映像としては,写真,図表や美しいイラス

トが用いられ,文字や音声と一緒にそれを見ること

になる。さらに,コソビュータならではの動的な表

現も駆使されており, 「マルチメディア人体」など

では体内のコソビュータグラフィックスを,昆虫図

鑑や鳥類図鑑では昆虫の戦い,鳥の飛河などの動画

を見ることが出来る。また, 「LULU」などでは,

絵本の特定の箇所をクリックすることにより,画面

内の女の子の服が様々に替わったり,ロボットが動

き回ったりといったいろいろなアニメ-ショソが見

られる仕掛けが加わり,子どもも仕掛けを見つけよ

うとして夢中になって本のありとあらゆる箇所をク

リックしていた。

また,マルチメディアは,文字のような時系列的

な情報構造だけでなく,ツリー,ネットワーク,空

間など様々な情報構造を同時に持ちうる。これをフ

レキシブルネットワークと呼ぶが,用いたマルチメ
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デイアもそのようになっており,基本的には物語で

ある「LULU」や「マルチメディア人体」は時系

列構造,昆虫図鑑などはツリ-構造をなしているが,

それぞれにネットワーク構造をも併せ持っているな

どし,子どもはそのナビゲ-ショソにややとまどっ

てはいたものの,試行錯誤しながらも操作を試みて

いた。

(3)発信メディアとしてのマルチメディア活用

発信メディアとしてのマルチメディア活用を採り

入れた単元を, 6月と3月の2回行った。

1回冒(1997年6月実施, 6時間構成)は,国語科

単元「自己紹介をしよう」というもので,自己紹介

文(作文) ,自分の似顔絵(絵をかく)に加えて,

使い捨てカメラで自己紹介のための写真を撮り,画

用紙上でレイアウトし,カードにした。一人一人が

作成したカードはスキャナで取り込んで, Hyper

Card上でクラス全体の自己紹介集という形で統合

した。ここでは児童が作成したのはカードだけで,

Hyper Card上における統合は担任教師が行った。

2回目(1998年2月実施, 15時間構成)は,社会科

単元「スーパーvsコソどこvs専門店,売り方の工夫」

というものである。 2-3人の小グループごとに

「スーパーの食品売場と,コソどこの食品売場の売

り方の工夫調べ」といったようなテーマを設定した。

調べ学習として,見学や聞き取り調査を行った。得

られた情報を, 「種類の比較」 「営業時間の違い」

「価格の比較」といった項目で整理し,カードにし

た。

カードの作成に当たっては,説明文,イラスト,

見学時に撮影した写真などを用い,画用紙上にマジッ

クなどで書き込んだり,貼ったりした。各班ごとの

カードはイメージスキャナで取り込み, -イパーキュー

ブを用いてスライドショー的なプレゼソテーショソ

資料を作成した。教師も,見学中のビデオ動画やア

ニメーションを使って,スーパーの商品の情報管理

システムや,コソどこの商品配置の工夫を説明した

カードを作成したので,子どもたちもそれにならっ

て自分たちの作品に簡単なアニメ-ショソを入れた

りした。その後,ポスターセッショソ風の発表会を

開き,作品を見せあった後,良く表現できていると

ころ,分かりにくいところなどを相互に評価した。

こういった活動を,マルチメディアの機能と対応

させてみていこう。マルチモードについて, 「コソ

どことスーパ-のおにぎり比較」の例を採り上げる。

このグループは,展示棚の写真で「コソどこは,お

にぎりが種類も量も多いのに比べ,スーパーにはお

にぎりがほとんどない」という事実をまず写真で提

示した。これは,映像による情報を提示した方が,

一見して違いが分かりやすい,ということである。

写真は児童自身が撮影したものであり,それを並べ

ればよい,ということで簡単に出来た。そこに文字

で「コソどこは利用客が学生や若者,サラリーマソ

が多いのでおにぎりなどの調理済みの食品が多いの

に比べて,スーパーを利用するのは主婦なので,お

にぎりは買わない。 」というような説明を文字で加

えた。さらに「マルチメディア昆虫図鑑」や「LU

LU」などでもあったような解説的な音声を付け加

え,より分かりやすいマルチメディアにしていった。

つまり,伝達性を高めるという観点からから映像を

優先的に用い,そこに文字と音声を交差させていっ

たわけである。一部ではあるものの,アニメ-ショ

ソも,できあがったプレゼソテーショソがより分か

りやすく,見て楽しいものになるように追加されて

いった。このようなまとめの学習は, 3年生段階の

児童では自分たちの楽しさだけでとどまってしまい

がちであるが,今回はかなり伝達性を意識していた

ように思われる。

次に,フレキシブルネットワークについてみてい

こう。個々の情報をいわゆるノードとし,それらを

関係づけるのがリソクになるわけであるが,荊述の

「おにぎり」の例では,見学して得た情報の中から

「おにぎりについて比較できる」と考えてカードを

作ることが,一つのノードを作ることにあたる。そ

れを関連づけるわけだが,今回は3年生児童という

ことでツリー構造や空間構造などのマルチメディア

作成は困難であると考え,時系列で行った。つまり,

コソどことスーパーの違いについて「種類」 「営葉

時間」 「価格」といったカードを作った後,どのよ

うな順序で提示したら分かりやすいかを検討したり,

補足的カードを追加したりということである。ここ

でも,伝達性を意識している様子が見られた。

3　メディアに対する先有知覚の調査

採り上げるメディア活動を,表2に示す。情報受

信については4つのメディア活動(話を聞く,テレ

ビを見る,本を読む,コソビュータを使う) ,情報

発信については4つのメディア活動(話をする,袷

や図をかく,文を書く,コソビュータで表す)に対

する先有知覚を,それぞれ2つの次元(好み,難し

さ)で一対比較法により調査する。具体的な分析法

は,次の2つである。
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表2　シンボルと受信・発信のメディア活動

シソボル　　　受信のメディア活動　　発信のメディア活動

文字　　　　　　本を読む　　　　　文を書く

音声　　　　　　話を聞く　　　　　話をする

映像　　　　　絵や図をかく　　　テレビを見る

マルチシソボル　　コソビュータを使う　　コソビュータで表す

(1)メディア活動問の距離の分析

まず,サーストソの一対比較法(ケースⅤ)の手

続きにより,各次元について4つのメディア活動間

の距離を求める。これにより,各メディア活動間の

距離を直感的に把握することが可能になる。

(2)受信と発信における好みと難しさのクロス集

計

本研究では,文字,音声,映像,マルチメディア

による情報の受信と発信の連関について検討するた

めに,受信,発信においてそれぞれ対応するメディ

ア活動を取り上げた。すなわち,文字による受信と

発信として「本を読む」と「文を書く」 ,音声によ

る受信と発信として「話を聞く」と「話をする」 ,

映像による受信と発信として「テレビを見る」と

「絵や図をかく」 ,これらを複合したマルチメディ

アによる受信と発信として「コソビュータを使う」

と「コソビュータで表す」というようにである。こ

こで,これらの関係に言及するのは,対応するメディ

ア活動の受信と発信には,例えば受信で文字を好む

子どもは発信でも文字を好むというような,何らか

の連関が兄いだされるのではないかと考えられるか

らである。

佐賀(1993)や今井(1993)などの先行研究では,

一人の児童がメディア活動を選択した回数を測度と

し,他の次元においてそのメディア活動を選択した

回数との相関係数を調べているが,今回の調査では

対象が13名と少ないため,相関による分析は適当で

はない。そこで,クロス集計によって明らかにする。

本研究では最低が0回,最高が3回となるので,好

みでは選択0回及び1回の場合は「好んでいない」 ,

2回及び3回の場合は「好んでいる」 ,難しさでは

0回及び1回を「難しくない」, 2回及び3回を

「難しい」とし,選択回数のクロス集計を行い,傍

向を把握する。また,個人ごとの受信と発信におけ

る好みと難しさ連関をみていく。

4　面接法による調査の実施

調査実施にあたり,質問紙法と面接法をミックス

した手法を用いた。情報の受信と発信という具体的

状況を,より明確にして回答してもらう必要があり,

そのため小学校3年生には質問紙だけでは信頼度の

高いデータが得られないと考えた。そこで,担任教

師が調査の実施者となり,一対一で面接しながら

「勉強でいろいろ調べるときに,本を読むのとテレ

ビを見るのではどちらが好きですか。 」というよう

に状況を説明し,適宜質問に答えながら,教師が一

対ごとに質問紙に記入した。このことから,情報の

受信と発信という場面設定が明確にされ,本調査に

よるデータの信頼度は高いと考えられる。

Ⅳ　結　　果

1　メディア活動間の距離の分析

メディア活動間の組み合わせの対で,一方が選択

された割合を算出し,サーストソの一対比較法(ケー

スⅤ)の手続きにより好みと難しさの次元について

4つのメディア活動間の距離を求め,図1から図4

にまとめた。

(1)マルチメディア利用前の先有知覚

I )情報受信でのメディア活動に対する先有知覚

マルチメディアを用いて学習する前の情報受信の

メディアに対する先有知覚をまずみてみよう。受信

メディアに対する好みの次元では,図1にみられる

ように,各メディア活動間の距離が相互に近く,蘇

点に近いところに集まっていることがわかる。メディ

アが好まれる順番は, 「本を読む」 「コソビュータ

を使う」 「テレビを見る」 「話を聞く」とはなって

いるが,いずれも距離は近い。このことは,受信メ

ディアとしてのこれらの活動は,子どもたちにとっ

てほとんど類似した活動と知覚されていると想定さ

れる。つまり,それぞれのメディア活動の違いや特

徴がそれほど意識化されていないと類推されるので

ある。また,他方では,受信メディアに対する好み

に,大きな差はないと見ることも出来よう。

では,受信メディアを難しいと知覚しているかど

うかを,難しさの次元で見てみよう。マルチメディ

アを利用する前の段階であるから,子どもは当然な

がらコソビュータ利用経験はない。図1に見られる

ように,難しさの次元では,各メディア活動は,か
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図1事前における受信メディア活動問の距離

図2　事前における発信メディア活動間の距離

図3　事後における受信メディア活動間の距離

図4　事後における発信メディア活動間の距離

なり離れてプロットされている。特に,原点にある

「テレビ」と,それ以外のメディア活動は比較的離

れている。子どもは,まだ利用経験のない「コソビュー

タを使う」を最も難しいと知覚し,次いで「本を読

む」 「話を聞く」の順で,これらは難しいと知覚さ

れている。しかし, 「テレビを見る」ことは易しい

と知覚されていることがわかる。特徴的には,難し

さの次元ではメディア活動間の距離が大きく,コソ

ビュータが最も難しいと知覚され,次が活字メディ

アである「本を読む」が難しいとされ,テレビが最

も易しいと知覚されている。この難しさの次元での

メディアの先有知覚は,我々の日常的観察経験に合

致する。

2)情報発信でのメディア活動に対する先有知覚

情報発信のメディア活動について図2を見ると,

好みの次元では各メディア活動にいくらかの距離が

あり,好みについてはメディア間の意識が明示され

ているようにみえる。メディア活動では, 「絵や図

をかく」が最も好まれ,次いで「コソビュータで表

す」 「話をする」 「文を書く」という順で好まれて

いる。難しさの次元では, 「文を書く」が最も難し

いと知覚され,次いで「話をする」 「絵や図をかく」

「コンピュータを使う」という順序で難しいと知覚

されているものの,各メディア活動が相互に極めて

近く位置している。このことから,情報発信として

のメディア活動は,難しさの次元では,相互にそれ

ほど困難さが峻別されてはいないと考えられる。

以上,マルチメディアを利用する前の子どもの先

有知覚を,情報発信と情報受信で,好みと難しさの

次元でみた。図1及び図2から分かるように,情報

受信では好みの次元でメディア活動はそれほど峻別

されず,難しさでかなり弁別されるのに対して,悼

報発信では,これと対照的で好みではいくらか峻別
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がなされるものの,メディア活動の困難さでは,弁

別がそれほど為されていない。マルチメディアを利

用する前に子どもたちは,それ以外のメディア活動

は日常的に経験しているわけである。発信と受信を

比べるならば,個人のメディア活動では一般には受

信活動の方が発信活動より頻度が高い。コソビュー

タへのある種の期待が,受信活動でのコソビュータ

の難しさと連動したのかも知れない。

(2)マルチメディア利用後の先有知覚

1 )情報受信でのメディア活動に対する先有知覚

次に,マルチメディアを用いた学習の後の情報受

信のメディアに対する先有知覚をみていきたい。受

信メディアに対する好みの次元では,図3にみられ

るように各メディア活動間の距離が大きくなってお

り, 「コソビュータを使う」が非常に好まれ,次い

で「テレビを見る」 「本を読む」であり, 「話を聞

く」ことが最も好まれていない。このことは,子ど

もにとって受信の好みにおける各メディア活動の峻

別が為されているということを示していると考えら

れる。すなわち,コソビュータは他のメディアと比

較して相当好まれており,話は相対的に好まれてお

らず,本とテレビはその中間である,というように,

それぞれのメディア活動の違いや特徴がかなり意識

化されてきていると推測できる。実際,子どもは,

マルチメディア・ソフトを自由に利用できる昼休み

などを楽しみにし,好んで利用しており,そのよう

な実態からもコソビュータがかなり好まれていたこ

とがわかる。

受信における難しさの次元では,図3に見られる

ように各メディア活動間の距離が大きくなっており,

子どもは「本を読む」 「コソビュータを使う」を非

常に難しいと知覚し,次いで「話を聞く」であり,

「テレビを見る」は非常に難しくないと知覚される

ようになっている。つまり,順序はあまり差がない

ものの,弁別力という点では高くなっている。この

ことから,難しさの次元においてもメディア活動の

峻別がなされるようになってきたと考えられる。文

字メディアである本や,何らかの働きかけによって

イソタラクテイブに情報を得ていくマルチメディア

は,受け手にとって心的努力を要求するメディアで

ある。これに対して,話やテレビはより受動的なメ

ディア活動であり,とりわけテレビは,受け身的に

視聴していても情報を得られるため,易しいと知覚

されたと思われる。実際,マルチメディアについて

は,子どもは個々のソフト特有のイソターフェース

を試行錯誤しながら操作したり,画面上の末習の漢

字をも読もうとしたりと様々な努力をしており,こ

ういった経験が受信メディアの困難さを峻別する際

に寄与していたのではないかと考えられる。

2)情報発信でのメディア活動に対する先有知覚

次に,マルチメディアを用いた学習後の情報発信

のメディアに対する先有知覚についてみていく。発

信メディアに対する好みの次元では,図4にみられ

るように各メディア活動間の距離が大きくなってお

り, 「コソビュータで表す」が非常に好まれ,次い

で「絵や図をかく」であり, 「文を書く」 「話を聞

く」は原点付近にプロットされている。ここでも,

発信メディアの好みについての峻別が,かなり為さ

れるようになってきたといえよう。特にコソピュ-

タは非常に好まれるようになっており,好きな発信

メディアとして認知されていることが分かる。子ど

もは話をしたり文を書いたりすることよりも絵や図

によって表現することを好む傾向はしばしば見られ

るし,事前の調査において絵や図が最も好まれてい

たのはそのためとも考えられるが,マルチメディア

学習後においてコソビュータが絵や図を引き離して

好まれている。このことは,マルチメディアのマル

チモード,あるいはフレキシブルネットワークとい

う特性とも関連があると思われる。というのは,発

信メディアとしてのマルチメディア活用において,

子どもはマルチメディアの持つ機能をかなり有効に

感じ,実際に試してみようとしていたからである。

例えば,マルチモードについては,文字に音声を重

ねたり,アニメ-ショソ,画像の表示効果なども積

極的に試してみようとしていたし,フレキシブルネッ

トワークについては,幾度となくカードの表示の順

序を変更してよりわかりやすいプレゼソテーショソ

を作ろうとしていた,というようにである。

発信の難しさの次元についてであるが,図4に見

られるように,好みの次元ほどではないものの,各

メディア活動問の距離が大きくなってきており,

「文を書く」が最も難しいと知覚され, 「コソピュー

クを使う」 「絵や図をかく」 「話をする」は原点近

くに位置している。情報発信における好みの次元や,

情報受信の好み,難しさの次元と較べるとその相対

的な距離は大きくはないものの,メディア活動の峻

別ができるようになってきているといえる。

以上,マルチメディアを活用した学習後の子ども

の先有知覚を,情報発信と受信で,好みと難しさの

次元でみてきた。図3, 4でわかるように,事後に
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おいては受信,発信ともにメディア活動の峻別がか

なりはっきりしてくることがみてとれる。また,受

信の好みと難しさ,発信の好みにおいてはかなり弁

別力が高くなるのに対して,発信の難しさの次元で

はそれほどでもない。先行研究では,受信と発信を

混在させた中で,発信のメディア活動である「文を

書く」が難しいと知覚されることが報告されている

が,受信と発信を分離した今回の調査では,そのよ

うな傾向はさほど顕著にならなかった。 3年生にとっ

て,文を書くことに限らず,発信のメディア活動は,

どの活動も同じように困難であろう。それに比べれ

ば,受信のメディア活動においては,ある程度受動

的なメディア活動からそうでないメディア活動-,

といった多様性がある。メディア活動の困難さの峻

別があまり明確に為されないのは,そのような情報

発信という状況固有のものなのかも知れない。

(3)マルチメディア利用の前と後での先有知覚の

比較

1)情報受信のメディア活動

次に,メディア活動ごとの好みや難しさの知覚の

変化についてみていきたい。まず,文字メディアで

ある「本を読む」は,図1にみるようにやや好まれ,

難しいと知覚されていたが,事後では図3にみるよ

うにあまり好まれず,非常に難しいと知覚されるよ

うになっている。また,音声メディアである「話を

聞く」は,好まれず,やや難しいと知覚されていた

が,事後では好まれず,かなり難しいと知覚される

ようになった。この2つについては, 「好まない活

動は,難しい」という傾向があるように思われる。

ただし,一対比較法によるメディア活動間の距離は

相対的なものであり,あるメディア活動が好まれれ

ば,他のメディア活動はそのメディア活動に比較し

て相対的に好まれていないということになる。後述

するように,難しさではテレビが非常に易しく,秤

みではコソビュータが非常に好まれた結果,活字と

音声が好まれず,難しいと知覚されたのであって,

この結果が子どもが本を読んだり話を聞いたりする

活動を嫌いになった,ということを意味するもので

はない。

映像メディアの「テレビを見る」であるが,図1

にみるようにあまり好まれず,非常に難しくないと

知覚されていたのが,事後では図3にみるようにや

や好まれ,非常に難しくないと知覚されるようになっ

た。このことは,対象となったクラスが年度当初よ

り社会,音楽,道徳などで放送教育番組を継続的に

視聴しており,テレビの視聴は経験が豊富であるこ

とが関係しているかも知れない。

マルチメディアである「コソビュータを使う」は,

やや好まれ,非常に難しいと知覚されていたが,事

後では非常に好まれ,非常に難しいと知覚されてい

る。コソビュータを「好むが,難しい」と知覚する

ことは先行研究でも見られた傾向ではある。マルチ

メディアのコソビュータは,他の受動的なメディア

よりも難しいが,子どもにとっては好まれる,とい

う傾向があると思われる。ただし,難しさの知覚に

ついては,用いたマルチメディア・ソフトにも依存

するのかも知れない。というのは, 6年生理科用の

市販マルチメディア・ソフトを該当学年で受信メディ

アとして用いた後藤・生田(1998a)の研究では,受

信メディアとしてのコソビュータは「非常に好きで,

かつ非常に難しくない」と知覚されているからであ

る。今回は3年生の児童に高学年ないしは大人向け

のソフトを利用させたため, 「難しい」と知覚され

たのかも知れない。

以上,受信メディアの変化をみてきた。文字メディ

ア,音声メディアでは「好まれず,難しい」といっ

た知覚が為されるようになり,映像メディアは「さ

ほど好まれないが,非常に難しくなく」,マルチメ

ディアは「非常に好まれるが,難しい」と知覚され

ており,各メディアの先有知覚の特徴が浮き彫りに

なったといえる。

2)情報発信のメディア活動

次に,発信のメディア活動ごとにみていくと,汰

のようになる。文字メディアである「文を書く」は,

図2にみるように好まれず,やや難しいと知覚され

ていたのが,事後においては図4にみるようにやや

好まれず,難しいと知覚されるようになっている。

「話をする」は,あまり好まれておらず,やや難

しいという知覚があったのだが,事後においては

「難しくないが,好まれない」 ,というやや特異な

傾向を示している。しかし,図4をみるように難し

さの次元においては「文を書く」ことは難しいと知

覚されているものの,請,絵や図,コソビュータは

原点近くにかなり接近してプロットされているので

あり,特に容易であるというわけでもない。つまり,

「さほど難しくないが,好んでいもいない」と知覚

されていると考えられる。

「桧や図をかく」については,かなり好まれ,あ

まり難しくないと知覚されていたのが,事後におい

てはより好まれるようになり,難しくないと知覚さ
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れるようになったが,ここでも,難しさについては

請,コソビュータとも接近しており,特に易しいと

知覚されているわけではない。

「コソビュータで表す」については,好まれ,難

しくないという知覚が,事後においては非常に好ま

れ,あまり難しくないというように知覚されるよう

になった。コソビュータに対する好みが高まったこ

とについては,利用の形態による差異もあろうが,

発信メディアとしてのコソビュータ利用という経験

によって「好まれ,難しくない」という知覚が顕著

になった,とも考えられる。

以上をまとめると,次のことが言える。

マルチメディア利用前の先有知覚については,

・　各メディア活動が,情報受信の好みの次元では

さほど峻別されないのに対して,難しさの次元で

はかなり峻別される。

・　情報発信では受信と対照的に,好みの次元では

いくらか峻別されるのに対して,難しさの次元で

は,それほど峻別されない。

マルチメディア利用後の先有知覚については,

・　全ての次元について,メディア活動間の距離が

大きくなり,メディア活動の峻別がより為される

ようになった。

・　情報発信の難しさの次元では,他の次元に比べ

てそれほど峻別がなされない。

受信メディアの事前と事後の比較では,

・文字,音声メディアは「好まれず,難しい」,

映像は「さほど好まれないが,難しくもない」 ,

マルチメディアについては「非常に難しいが,秤

まれる」といった特徴が事後において顕著であっ

た。

発信メディアの事前と事後の比較では,

・文字メディアについては「好まれず,難しい」

という傾向が顕著になったものの,他のメディア

については好みと関係なくほぼ同程度難しいと知

覚されていた。

ここでは,メディア活動間の距離の分析に基づい

て,事前と事後における受信と発信の好みと難しさ

の知覚について分析し,好みと難しさの連関につい

ても触れた。そこで次に,詳細に好みと難しさの連

関をみていく。

2　受信と発信における好みと難しさの連関

(1)文字による受信と発信

次に,個々の児童ごとに受信と発信における好み

と難しさの連関をみるためにクロス集計を行った。

表3-6は,受信と発信における好みと難しさのク

ロス集計である。前述のように,先行研究では,一

人の児童がメディア活動を選択した回数を測度とし,

他の次元においてそのメディア活動を選択した回数

との相関係数を調べ,先有知覚の構造を検討してい

るが,本研究では調査対象が13名と少なく,相関係

数を算出することは適当でない。そこで,好みでは

選択0回及び1回の場合は「好んでいない」 , 2回

及び3回の場合は「好んでいる」 ,難しさでは0回

及び1回を「難しくない」, 2回及び3回を「難し

い」に分類し,受信×発信でクロス集計している。

矢印は,事前から事後-の変化を示している。 ⑳が

事前の知覚,矢印の先Aが事後の知覚であり,事後

の知覚には個々の児童が識別できるよう児童の記号

を付した。例えば,表3の児童Lは,事前において

は文字の発信好んでおらず,難しいと感じており,

文字の受信は難しいながらも好んでいたのだが,事

後においては受信,発信ともに好まず,難しいと知

覚するようになったことを示す。 ㊥は事前と事後で

変化がない児童である。児童Gは,事前調査では文

字による受信も発信も好んでおらず,難しいと感じ,

その知覚は,事後でも変わらなかったことを示して

いる。

まず,文字について,事前と事後の変容を見てい

こう。表3を見ると,全体的に,文字による発信は

好まれておらず,事後においてもその傾向は変わっ

ていない。他のメディア活動では発信についての好

みが変わった児童が見られるが,文を書くことにつ

いては事前と事後でそのような児童はみられない。

事前で作文は好んでいないが本を読むのは好んでい

たのが,事後には本を読むのも好まなくなったとい

う児童が3名(児童　蝣, L, M),好みでは変化がな

いが,難しいと知覚するようになった児童が3名

(児童D, H, J)いる。また,児童Kと児童Cは,

事後において発信は難しくないが,受信は難しいと

知覚するようになっている。また,児童Aだけは本

を読むことの好みが増しているものの,受信も発信

も難しいと知覚している。

事前と事後で変化のなかった児童は4名で,児童

E, F, G, Iである。児童Fは,事前・事後とも

受信・発信両方で文字を好み,難しくないと知覚し

ている。児童G, Iは,事前・事後とも受信・発信
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表3　本を読む×文を書く　事前事後

変化なし㊥　⑳」匪　事前から事後-の変化

情報の受信 本を読む

好 んで い る 好んでいない 人数
(事前 .
ヰ柑難 しくない 難 し い 難 しくない 難 し い

情
報
の
発
信

文
を

書

く

好

/ん
で

い
る

難しくない ◆ F 2 → 1

難 し い l扇h
H ▼

hbL 1 → 2
r B

好
ん
で
い
な
い

難しくない K

C

T * E 3 → 3

難 し い

/ ＼壌 J

Ldh

α / ▼ D

細 L ◆ I
細M ◆ G
■■W

7 → 7、、、
一-
、
A -

人 数 ( 事 前 → 事 後 ) 3 → 1 4 → 4 1 → 0 5 → 8

表4　話を聞く×話をする　事前事後

射tr上し◆　●一一ト　事IJiJ^ら事後-->-tf化

情報の受信 話を聞く

好 んで い る 好んでいない 人数
(事前.
事後)難 しくない 難 し い 難 しくない 難 し い

情
戟
の

蝣>s
信

請
を
す
る

好

ん

で
い

る

難しくない

L

D 鞍

C

2 → 3

難しい ㌔
＼ ヾ

3→0
好

ん

で

い
な

い

難 しくない

町 ＼

H ㊥ G

K

鶴

B I 4 → 5

難 し い

E

J

A

㌔

M ◆ F

4 → 5

人数 (事前→事後) 5 → 0 1 蝣蝣蝣* 2 2 → 6 5 .→ 5
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表5　テレビを見る×絵や図を書く　事前事後

変化なし㊥　⑳一食　事前から事後-の変化

情報の受信 テレビを見る

好 ん で い る 好んでいない 人数
(事前.
事後)難しくない 難 し い 難 しくない 難 し い

情
報
の
発
宿

絵
や
図
を
か
く

好

ん

で

い
る

難しくない

.-Ws&
細 L ◆ F
一.■W A

ノ 司ノ

5→ 7

アニ澗

難 し い

▼
I

詛g 詛k
5 >3

好
ん
で
い
な
い

難しくない

r "

D

/

H
A

2→2

難 し い

C

ふ

1→1

人数 (事前→事後) 6→6 0→0 7-*7 0→0

表6　コンピュータを使う×コンピュータで表す　事前事後

変化なし㊥　⑳-㊨　事前から事後への変化

情報 の 受信 コソ ピユ】 タを使 う

好 ん で い る 好 んで いな い 人数
(事前 。
事後)難 しくな い 難 し い 難 しくな い 難 し い

情
報

の
発

宿

コ
ン′
ど

ュ
ー

タ

で
表

す

秤

ん

で

い

る

難 しくない

、 > Ll ◆ Å

一-
5 → 5

、′′
*a

M

1 %
T T ' t

W

難 し い

A 詛 *

C K
Jdh 3 → 6

EB も し ◆ G H W

好んでいない

難しくない
i Ft 2→1

難しい
/
L

ふ ＼
3→1

人数 (事前→事後) 1 → 5 8 → 8 1→ 0 3 → 0
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両方で好んでおらず,難しいと知覚している。つま

り,児童Fは受信・発信とも「好む活動は難しくな

く」,児童G, Iは受信・発信とも「好んでいない

活動は難しい」と知覚している。

また,事後の受信をみると,好んでいない8名は

全員難しいと知覚しているし,発信についても,好

んでいない児童10名のうち7名は難しいと知覚して

いる。このことから,事後においては「好んでいな

い活動は,難しい」という傾向が顕著になった,と

言える。

(2)音声による受信と発信

表4は,音声による受信と発信における好みと難

しさのクロス集計である。全体として, 「好んでい

ない」 「難しい」という方向-の変化が目に付き,

音声による受信が好まれない方向に変化したことが

見て取れる。話を聞くことを好み,難しくないと知

覚していた児童5名のうち, 4名(児童A, C, H,

M)は事後においては話を聞くことは好んでおらず,

1名は(児童E)難しいと知覚するようになってい

る。事後において話を聞くことを好んでいる児童は

2名(児童E, L)だけである。受信でも発信でも

話をすることを好まないと知覚している児童(左下

の4つのセルに入る児童)が事前では5名(児童D,

F, G, J, K)であったのが,事後においては9

名(児童A, B, F, G, H, I, J, K)に増え

ている。つまり,音声による受信・発信をともに好

まないという児童が増えている。

受信において難しくないと知覚するようになった

児童が2名(児童J, K),発信を好むようになっ

た児童が1名(児童D),発信は難しくなく,受信

では好むようになった児童が1名(児童L)いるが,

全体としては文字に較べると好みについての変化が

激しいこと, 「好んでいない」 「難しい」という方

向-の変化が多いことがわかる。距離の分析からは,

例えば好みの次元では,コソビュータが非常に好ま

れるようになったため,相対的に話は好まれなくな

り,難しさについては,テレビが非常に難しくない

と知覚されるようになったため,相対的に難しいと

知覚されるようになったということをみてきたが,

このことが個々の児童の変容からも読みとれる。し

かし,音声による受信・発信とも好んでいない9名

のうち,ともに難しいと知覚している児童は2名

(児童M, F)のみであり,文字メディアほど明瞭

な好みと難しさの連関はないと推測される。

(3)映像による受信と発信

次に,映像についてである。表5は,映像による

受信と発信における好みと難しさのクロス集計であ

る。ここでは, 「映像の受信は,好みに関連なく,

難しくないと知覚されている」という点が特徴的で

ある。また,全体として映像による発信を好んでい

るが,その好みは受信の好みとは関連していないよ

うである。他のメディア活動,例えば文字では「受

信で好んでいない活動は,発信でも好んでいない」

という変化の結果,事後においては左下4つのセル

に入る児童が多くなる傾向があり,それは音声にお

いても見られていたし,後述するコソピュークは,

逆に「受信でも好まれ,発信でも好まれる」ように

変化した結果,右上4つのセルに入る児童が多くなっ

ている。ところが,映像の場合,発信において好む

子どもが受信において好んでいるとは限らない。発

信は好むが,受信は好まないという児童が6名(児

童A, B, E, F, K, L)もいる。

事前・事後で変化のない児童は3名(児童F, G,

K)であるが,他のメディア活動とはやや異なる傾

向がみられる。他のメディアでは,受信で好む場合

は発信も好んでおり,この場合は右上4つのセルに

入り,受信で好まない場合は発信でも好んでおらず,

この場合は左下4つのセルに入っているが,映像に

ついては児童Gはこれにあてはまるものの,児童F,

Kは発信は好んでいるが,受信は好んでいない。こ

のように,映像が他のメディアと較べて変化の傾向

がやや異なっているのは, 「テレビを見る」という

受信のメディア活動が一貫して「難しくない」と知

覚されており,しかもそれが「好み」とも必ずしも

連動していないことによると思われる。

(4)マルチメディアによる受信と発信

最後に,マルチメディアによる受信と発信である。

表6は,マルチメディアによる受信と発信における

好みと難しさのクロス集計である。全体として,左

および上方向への変化が見られ, 「受信においても

発信においても好まれる」ように変化してきたこと

が分かる。

事前では受信・発信ともに好んでいなかったのに

も関わらず,事後において受信・発信ともに好むよ

うになった児童が2名(児童B, H),発信では元々

好んでおり,受信でも好むようになった児童が2名

(児童E, M)で,事後においては受信・発信とも

好む児童が11名(児童A, B, C, D, E, G, H,

I, J, K, M)となっている。この11名のうち,
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受信でも発信でも難しいにも関わらず好んでいる児

童が4名(児童C, G, H, K)おり,ここでも,

コソピュ-タは「難しいにも関わらず,好まれてい

る」傾向が見られている。このことは,発信メディ

アとしてコソビュータを好んでいる11名のうち6名

は難しいと知覚しているし,受信メディアとしてコ

ソビュータを好んでいる13名のうち8名がコソビュー

タを難しいと知覚していることからも言える。

距離の分析では,受信メディアとしてのコソビュー

タはかなり難しいと知覚されていたが,個々の児童

をみていくと事後において「難しくない」と知覚す

るようになった児童もいることが分かる。児童E,

Mがその例であり,受信でのコソビュータを「好ん

でいないし,難しい」と知覚していたのが, 「好ん

でいるし,難しくない」という知覚に変わっている。

児童Eは知識が豊富で,休憩時間中によくコソビュー

タを使っていた子どもであり,児童Mは家庭でもコ

ソビュータをよく使っており,作品にアニメーショ

ソを入れようとするなど意欲的であった子どもであ

る。

児童Gは,事前・事後とも変化がなかった。また,

児童Fは発信における難しさの知覚が変化している

が,この2名は事前事後における変化が全くない,

あるいはきわめて少ない児童で,この児童について

は個人内における変化でさらに述べる。

(5)個人内における事前と事後における変化

次に,個々の児童について分析した結果,受信・

発信メディアの好みが顕著に関連している児童,関

連の傾向がさほど顕著でない児童,事前と事後で変

化のない安定した傾向がある児童が見られたので,

順を追って述べていく。

まず,受信・発信メディアの好みが関連している

傾向がある児童である。表7は,児童Iについての

事前事後の変化を示したものである。児童Iは,事

後においてはコソビュータによる発信を好むように

なり,音声及び文字による受信と発信を好まないよ

うになっており,受信・発信の好みの連関を示す典

型的な事例である。この子どもは,事前では受信メ

ディアとしてのコソビュータは好んでいたが発信メ

ディアとしては好んでおらず,受信メディアとして

の音声は好んでいないが,発信メディアとしては好

んでいる。それが,事後においてはコソビュータは

受信・発信とも好み,音声は受信・発信とも好んで

いない。つまり,受信で好む活動は発信でも好み,

受信で好んでいない活動は発信でも好んでいないと

いうような傾向が顕著になっている。この児童は,

事前調査の段階では自宅にはコソビュータがなかっ

表7　事前と事後における個人内の変化(児童】)事前⇒事後

情 報 の 受 信

好んでいる 好んでいない

難しくない 難 し い 難しくない 難 し い

情

戟

の

発

信

秤
ん
で
い
る

難しくない
コンピュータ

讐 ＼

音声
＼

難 し い

↓

映像

好
ん
で
い
な
い

難しくない

＼ 1
音声

難 し い

、

コソピユ- タ 文字

文字



情報の受信と発信におけるメディアに対する子どもの先有知覚に関する研究　　　　　　　147

たが,事後調査までの間に購入し,イソタ-ネヅ卜

にも接続するなど積極的に利用しており,事後調査

において「コソビュータで調べるとは,イソタ-ネッ

トで調べることもはいるのか?」というような具体

的な利用場面を想定した質問をした子どもである。

表8は児童Mの変化を示しているが,この児童は

「好んでいる活動は難しくなく,好んでいない活動

は難しい」と知覚している例である。この児童も,

休み時間中にも良くコソビュータに触り新しい機能

を試してみるなど積極的であった子どもで,教師が

アニメ-ショソを使ったカードを示すと,自分でも

やってみたいと申し出て試していた。また,自宅に

もコソビュータがある。このような,好みについて

明瞭な連関を示す児童は,この2名を含めて4名

(児童G, H, I, M)いた。

次に,受信・発信の好みについて,連関があまり

顧著でない児童の事例が表9の児童Lである。文字

と音声については受信でも発信でも好んでいるが,

映像は発信では好んでいるが,受信では好んでいな

い。この子どもは,コソビュータによる情報発信活

動では児童Iと同じグループであった。また,コソ

ビュータも受信では好んでいるが発信では好んでい

ない。このような傾向を示す児童は残り9名(児童

A, B, C, D, E, F, J, K, L)であった。

また,事前と事後で好みと難しさに変化が少なく,

安定した知覚を示す児童が2名(児童F, G)いた。

表10は児童Gの事前と事後であるが,全てについて

変化がない。先行研究においてはメディア利用経験

によって,メディアに対する先有知覚は変化すると

いうことが言われており,調査対象全体を対象とし

た量的な分析では今回の調査でもそのような傾向が

見られてはいた。しかし,個々の児童を見ていくこ

とにより,ほとんど変化がない児童の存在が兄いだ

された。

児童F, Gは,ともに今回マルチメディア対応の

コソピュ-タに初めて触れており,自宅にもコソビュー

タはない。従って,今回のようなメディア経験が

「すでに経験されていた」とは考えられない。担任

教師の見る限りこの2名に共通しているのは,メディ

ア活動の「好き嫌い」という点でははっきりした子

どもである,ということである。例えば児童Gは絵

をかくことを非常に得意とし,好んでいる。また,

読書指導の時間などは図鑑類を読むことが大好きだ

が,図鑑以外の本を読んだり,作文を書いたりとい

う学習ではかなりの抵抗感があり,なかなか読んだ

り害いたりしようとしない。また,絵や図をかくこ

とについて要求水準が高く,担任教師から見てかな

り上手にかけていると思えるような絵でも,本人は

表8　事前と事後における個人内の変化(児童M)事前⇒事後

情 報 の 受 信

好 んで い る 好んでいない

難しくない 難 し い 難 しくない 難 し い

情

報

の

発

信

好

ん

で

い
る

難 しくない
コンピュータ

fiBgl

コソビュータ

映像

難 し い

秤
ん
で
い
な
い

難 しくない 音声

難 し い

文字

音声

■ 文字
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表9　事前と事後における個人内の変化(児童L)事前⇒事後

情 報 の 受 信

好 ん で い る 好 んで いな い

難 しくな い 難 し い 難 しくな い 難 し い

情

戟

の

発

信

秤

ん

で

い

る

難 し くない iliiCf-3 Vj-Ky.
映像

音声

難 し い 音声

好

ん

で
い
な

い

難 し くない コソピユ】タ

難 し い

/

コンピュータ 文字 一 文字

表10　事前と事後における個人内の変化(児童G)事前⇒事後

情 報 の 受 信

好 ん で い る 好んでいない

難 しくない 難 し い 難 しくない 難 し い

情

報

の

発

信

秤

ん

で
い
る

難 しくない

難 し い 映像
映像

コソピユ】タ
コンピュータ

秤
ん
で
い
な
い

難 しくない 音声
音声

難 し い 文字
文字
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納得せず,かき直すという行動がよくみられた児童

であった。児童Fについては,作文を非常に得意と

し,内容的には同じような事柄の繰り返しが多いも

のの,よどみなく書くことができる児童である。今

回と異なるメディア経験を経ることによって,これ

らの子どもたちの先有知覚にも変化が生じる可能性

もあるが,今回のデータからでは判断できない。

以上をまとめると,次のようになる。

・　文字は,全体として事後において受信・発信と

も好まれず,難しいと知覚する児童が多くなり,

「好んでいない活動は,難しいと知覚する」とい

う傾向が明瞭に見られている。

・　音声は,全体としては受信でも発信でも好まな

い傾向が見られる。

・　映像については,受信と発信の関連があまりな

い。

・　マルチメディアは,全体として事後において受

信・発信とも好まれるようになり,好みにおける

受信と発信の連関が顕著になった。また, 「好ん

でいるが,難しい」という子どもが多いことが特

徴的である。

・個々の児童の変容のパターソとして,受信・発

信メディアの好みが顕著に関連している児童,関

連の傾向がさほど顕著でない児童がみられた。ま

た,事前と事後で変化のない児童がいることがわ

かった。

Ⅴ　考察と今後の課題

日常的にマルチメディア・コンピュータを操作す

ることが可能な環境で,マルチメディアによる複合

的表現を採り入れた授業を実施することにより,千

どもの受信・発信メディアに対するセソシティビティ

が鋭敏になってくることが示唆された。文字,音声,

映像,マルチメディアの先有知覚には特徴がそれぞ

れあるが,とりわけマルチメディアに対する先有知

覚は,発信については「非常に好まれるようになり,

さほど難しくない」,受信については, 「より好ま

れるようになったにもかかわらず,より難しい」と

知覚される傾向が見られた。このことから,マルチ

メディアは子どもたちにとって魅力的で,好きなメ

ディアである反面,簡単に使いこなせるメディアで

はなく,むしろ,使い込んでいくに従ってその難し

さにも気付いていくような特性を有するメディアで

あると認知されていることが推測できる。

受信と発信における好みと難しさの連関に関して,

文字はそれを好んでいない児童は,難しいと知覚し,

マルチメディアでは「受信でコソビュータを好む子

どもは,発信でも好む」という傾向が明瞭に見られ

た。しかし,音声,映像ではそのような傾向は見ら

れなかった。

また,個人の傾向として,受信・発信メディアの

好みが顕著に関連している児童,関連の傾向がさほ

ど顕著でない児童,事前と事後で変化のない児童と

いったように,メディア利用による先有知覚の変容

も多様であることが示唆された。

今回,受信と発信が対応するように4つのメディ

ア活動を取り上げた。 「テレビを見る」と「絵や図

をかく」は,動画と音声で受信する活動と,静止画

あるいは図表で発信する活動であり,今回のデータ

では,明瞭な関連が見られなかった。 「テレビを見

る」に対する発信は「ビデオで表す」とか「ビデオ

で表現する」 「写真で表す」ということになると思

われるが,授業場面でそのような情報発信活動が多

く行われてたとは言えない。また,今回はメディア

活動のみ採り上げ,それらの関係を検討した。しか

し,メディア活動はそれと関わる諸活動と連動する

文脈の中で位置づけられる。例えば,坂元(1996)

は,マルチメディア情報の受信と発信における留意

点として「本物を読み分け,見分ける能力,情報の

偏りを指摘できる能力,情報に頼りすぎ真実の世界

を見失わない抵抗力」 (p.3)を指摘しているし,

生田(1993)は,映像の中の事実と真実を峻別する能

力を養うことが必要であり,そのような映像リテラ

シーとも呼べる能力は単に視ることによってではな

く, 「事実の世界で自分と対象とのイソタラクテイ

ブな経験をした者が,映像や文字の世界での表現を

自分の主体的な経験を手がかりに理解する」 (p.2

1)としている。今後実施される「総合的な学習の

時間」においては,調査や取材といった直接体験活

動や,それと遵関する多様なメディア活動から収集

した多様な情報を統合するツールとしてコソビュー

タが捉えられてこよう。体験という活動が,他のメ

ディア活動に対してどのよう位置付いていくのかを

把握する研究が必要であろう。

また,個々の児童の変容を把握するためのデータ

の収集も必要である。個々の変容を把握していくた

めには,一対比較データだけでなく,学習者が受信・

発信メディアをどのように捉え,使っていたのかと

いったデータが必要になると考える。具体的には,

メディアの利便性や有効性についての調査,授業後

における感想の記述などである。メディアの利便性
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や有効性についての調査とは,質問紙あるいはイソ

タビューによって個々の子どもが感じているメディ

アの使いやすさ,表現しやすさ,伝達性の高さなど

を調べることである。授業後における感想とは,

「学習振り返りカード」のような形で感想を記述さ

せ,そこから質的なデータを収集することである。

今後,このようなデータに基づき,個々の学習者の

先有知覚の変容について,さらに追求していく必要

があると考えられる。
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